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研究成果の概要（和文）：本研究は、戦後ドイツの民俗学研究が、政治や経済、社会の動向と深

く関わって展開してきたことに注目し、その多元的な展開の過程を明らかにすることを目的と

した。そこで、ドイツの 10の大学研究所を選び、その研究と教育の軌跡を明らかにした。次に、

日本の民俗学研究との比較において、三つの局面がその視座を構成することを明らかにした。

すなわち、ファシズム政権下のアカデミズム化、高度経済成長期の方法論の見直し、東西ドイ

ツ再統一後のヨーロッパ化という関心である。 

 
 
研究成果の概要（英文）：The folklore study of postwar Germany has been developing deeply 
concerned with the trend of political, economical and social conditions of Germany.  
Noting this fact, the aim of this research is set to clarify the history of the 
multifactorial development of the study, and to compare this history with that of Japan.  
We selected ten university institutes, to trace their own history, research and education 
concretely.  It became clear that the following three phases are critical from the 
comparative perspective: academization of the folklore study in the fascistic society, 
rethinking folklore methodology in the high growth period, and Europeanization as a 
research subject after the reunification. 
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１．研究開始当初の背景 
民俗学は、18世紀のドイツ・ロマン主義

にその源をたどり、19世紀から 20世紀にか
けて、国民国家の形成と歩調をあわせて形成
された。ドイツでは「純粋な民俗・民族の遺
産を保存するという民俗学のイデオロギー
が、ナチスの人種主義的プログラムの燃料供
給源」（Bendix 1998）としてナチスに迎えら
れ、それによって大学講座を得た経緯がある。
したがって、戦後のドイツ民俗学は、脱ナシ
ョナリズム化の努力からはじまった。その後
も、「奇跡の経済」といわれた 50 年代、「反
体制運動」の 60 年代、「新しい社会運動」の
70、80年代、東西ドイツの統一と EU統合の
90 年代と展開する時代の中で、民俗学研究
は、社会の要請に敏感に反応しながらその進
むべき方向を探ってきた。 

ドイツの民俗学は、1960年代末から 70 年
代にかけて転機を迎えた。研究目的・研究対
象、方法論をめぐる激しい議論は、大学講座
の名称変更にまで発展した。この改革運動や、
民俗学とファシズムの結合に関するドイツ
国内の議論  (Beck and Scholze-Irrlitz 
2001) が英語圏に知られるのは、1980 年代
半ば以降で (Dow and Lixfeld 1986)、1998
年にアメリカとドイツの民俗学者による国
際シンポジウムが開催された (Journal of 
Folklore Research 1999)。だが、日本の研
究者がこの問題に十分な関心をはらってき
たとはいえない。いくつかの紹介はされたが、
部分的であるか、詳細であっても今日的な問
題としてとらえる視線が乏しかった。（坂井
1982、河野 2005）。 
 
 

２．研究の目的 
本研究は、戦後のドイツの大学における民

俗学研究が、社会運動や文化運動、政治問題
などの社会の動向と深く関わって展開して
きたことに注目し、現代における人文社会科
学の再編成という視点から、その多元的な展
開の過程を明らかにすることを目的とした。
さらに、この過程を日本の民俗学研究の状況
と比較検討し、社会における学問実践の形を
探った。 

ドイツの民俗学は、社会から何を期待され、
また、社会に対して何を貢献してきたのか。
このテーマを、まず、日本の民俗学と比較し
た。次にこのテーマを、民俗学と隣接する諸
学問との、間-領域的な問題としてとらえて
検討し、さらに、その問題関心を、ドイツの
民俗学研究者と共有して、意見交換した。学
問のナショナルな性格と社会における意味
を、国際的に相対化した視点からとらえ、学
問と社会との、包摂しながら、かつ批判的で
ある関係について検討した。 
 

３．研究の方法 
ドイツ民俗学は、国家や社会からの要請に

対し、隣接分野を柔軟に取り込みながら、そ
れに応えて展開してきた。学問とその政治的、
社会的な文脈の関わりに焦点をあて、その局
面を解明するために、民俗学の専門知識をも
ってドイツ民俗学の実践をとらえる視線と、
民俗学の外からこれを相対的にとらえる視
線を確保した。すなわち、ボトムアップの社
会の要請を明らかにするために、文化人類学
および民俗学の立ち位置から、市民や住民の
立場からなされる社会運動、文化運動に注目
する一方で、国家や大きなレベルでの社会の
動向をとらえるために、メディア論からアプ
ローチした。また、民俗学の認識論を検討す
るにあたっては、ドイツと日本の比較という
視座を加えることで、相対化してとらえるパ
ースペクティヴを確保した。この役割分担は
以下の通りである。 
 

・森明子（文化人類学）：新しい社会運動と 
 民俗学、総括 

・岩本通弥（民俗学）：民俗学の認識論 
・佐藤卓己（メディア論）：総力戦期以降の 

世論調査 
・重信幸彦（民俗学）：民俗学と地方文化運動 
・法橋量（民俗学）：民俗学理論 
 

具体的には、戦後ドイツの民俗学研究が、
地域の文脈と、ナショナルな文脈、インター
ナショナルな文脈のなかで、どのように展開
してきたか、個別の研究所の軌跡を、跡付け
た。とりあげた大学研究所は、①テュービン
ゲン大学、②ミュンヘン大学、③ハンブルグ
大学、④フライブルグ大学、⑤フランクフル
ト大学、⑥マールブルグ大学、⑦ゲッティン
ゲン大学、⑧キール大学、⑨ベルリン・フン
ボルト大学、⑩ウィーン大学で、共通の調査
項目として以下の５点を設定した。 

1．当該研究所の沿革 
2．研究の重点の歴史的展開 
3．教育の重点と学生プロジェクト 
4．研究プロジェクトとその成果 
5．付属図書館とアーカイブの現状と沿革 

 
４．研究成果 
戦後ドイツの民俗学研究の軌跡をたどり、

それを日本の研究状況と比較して、ドイツの
研究者と意見交換を重ねていった結果、現代
の民俗学研究の状況を理解するうえで、重要
な時期として、1930 年代から 40 年代にかけ
て、1960 年代から 70 年代にかけて、さらに
1990 年代以降という三つの時期が浮かび上
がってきた。 

それぞれは、「社会のファシズム化と、民
俗学のアカデミズム化」、「高度経済成長期の
社会運動の高まりと、民俗学の研究対象・方 



 

 

法論の見直し」、「東西ドイツ統一、ＥＵの東
方拡大、ネオ・リベラリズムと、民俗学のヨ
ーロッパ民族学‐化」として特徴づけること
ができる。 
 民俗学はドイツと日本の双方で、ほぼこの
三つの時期に自身を定義／再定義し、社会お
よびアカデミック･コミュニティのなかに配
置／再配置していった。民俗学の改革をどの
ように構想し、展開していったか、研究テー
マをいかに選定し、それがどのように変化し
ていったか、ということは、各研究所がおか
れた条件によって異なるが、政治的、経済 的、
社会的に設定される三つの時期が、ドイツの
各研究所に共通して、また日本においても、
民俗学の展開に重要な意味をもったことは
共通している。 

ドイツの民俗学は、19 世紀末に地方に起
こった、自然環境や文化の保護を目的とする
郷土運動のもとで育まれた。しかし、アカデ
ミズム化する過程で、地方のアマチュア的実
践と袂を分かっていく。アカデミックな民俗
学は、ローカルな知の蓄積を、ナショナルな
知として体系づけようとするいとなみであ
り、そこに政治的な野心が介入する余地があ
った。ナショナルな政治や経済の要請に応え
ることは、ファシズムとの協力関係を導き、
民俗学が文献学へと閉塞していく道筋を用
意した。1960 年代、ゆきすぎた近代化を批
判する社会運動が広まるのと歩をともにし
て、文献学として知の体系をつくっていた民
俗学は、社会科学を射程に入れた経験学とし
て脱皮をはかり、科学としての方法論を模索
した。1970 年代初頭の民俗学の改革運動の
背後で、大学改革が同時に進行していた。
1990 年代、学が研究の対象とする領域を国
家からヨーロッパに拡大すると時を同じく
して、「郷土」が「文化資源」と「環境」と
いう新しい概念を携えて、再び民俗学の主要
なテーマとして前景化してきた。このテーマ
が配置される文脈は、ナショナルを越えたイ
ンターナショナルであり、同時に、遠近法の
なかに配置しなおされた地方である。 

民俗学は、問題を配置する文脈を変えなが
ら、繰り返し地方の実践に戻っていく。ロー
カルな知は、人間文化の重要な源であり、現
代世界においてその意味はますます重要性
を増している。現代世界の民俗学は、このロ
ーカルの知を、ナショナルな文脈、インター
ナショナルな文脈、再びローカルな文脈へと
配置／再配置をおこなっているのであり、ロ
ーカルな知の動態につねにゆさぶられなが
ら、社会をゆさぶることを任務としている。
このような社会における実践に光をあてて、
民俗学を隣接分野との関係のうえに再定位
していくことが重要かつ必要であるという
見通しを得た。 
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○16  岩本通弥

 

、「グローバル文化のローカル
化、ローカル民俗のグローバル化」に関
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